
 釧路市立新陽小学校 学級数 ８ 児童生徒数 ６５ 開校６４周年 

【開校の様子】 

昭和３７年９月１日に鳥取小学校より分離開校し、新富士地区唯一の小学校とな

る。本校が太平洋に面していることから校章は太平洋の波を象徴し、広大さ力強さ

を強調することにより、希望に満ちた児童の姿を現している。開校時は、木造二階

建て校舎、１２学級、児童数３９２名だった。また、ＰＴＡや地域の献身的な協力

により徐々に整備が進んでいった。 

教 育 目 標 

教育理念 『 創りだす喜びのもてる子 』            

○考える子 ・・・ 柔軟な思考力の育成・伸長           （知） 

○やりぬく子・・・ 自立心・自主的行動力の育成          （意） 

○思いやる子・・・ 豊かな心・自他の尊重・明るく優しい心の育成  （徳） 

○元気な子 ・・・ 体力づくりの実践とよい習慣の定着       （体） 

学校経営の 

方 針 

○共感的理解を基盤に、よさや可能性を引き出し、子どもたちが希望や目標を 
もち、達成感や満足感を得られる教育を目指します。 

○子ども一人一人が安心して自分の力を発揮できる生徒指導を充実させます。 
○教員個々のよさを生かし合いながら協働して教育活動を推進します。 
○家庭や地域、CS、小中ジョイントを基盤とした連携・協働により教育活動を 
充実させます。 

○教育公務員としての資質向上、職員の心身の健康と安全に配慮した学校運営、
働き方改革に取り組みます。 

今 年 度 の 

重 点 課 題 

 

子どもを主語に一人一人の「自立」「好き」「得意」「つながり」を 

はぐくむ教育活動の充実 

 

研 究 主 題 

 

『学ぶ意味と楽しさを感じながら、仲間と関わり、 

進んで学び続ける子どもの育成』 
              〈２年目〉 

地域・児童生徒 

学 校 の 実 態 

地域は釧路西港に隣接し、ミール工場・食品工場・卸売市場・運輸会社・日本製

紙釧路工場が点在し、東北海道の拠点港湾「西港」建設による経済の発展を象徴し

ている地である。町内会を中心に学校への協力があり、地域で子どもを育てる環境

が整っている。児童は素直な子が多く、学年を越えて大変仲が良い。 

特 色 あ る 

教 育 活 動 

①全校児童による行事         ②地域の教育資源の活用 

③たてわり活動（遊び・給食・清掃等） ④学校環境ＩＳＯの取り組み 

⑤学校支援ボランティア活用による読書環境・安全環境の充実 

⑥防災教育の充実（一日防災学校、総合的な学習の時間等） 

具 体 例 ・全校児童による行事  ・生活リズムチェック 

全校で取り組む行事では、小規模校の特性を生かし、たてわり活動を取り入れるなどして相互信頼

・協力・所属意識を高めています。また、社会のルールや思いやり・連帯感を培い、より望ましい縦

の人間関係の醸成を図っています。土曜活動日には地域清掃活動を行い、地域をより良くする意識の

醸成を図っています。 

 また、子ども達の学習習慣と生活習慣を身に付けることを目的として、年３回生活リズムチェック

に取り組んでいます。指定した１週間における家庭での朝食の摂取状況、家庭学習の達成度等につい

てチェックをし、担任に提出します。学年毎に集計をして振り返りをし、結果を家庭に配布すること

で、自律的に生活する素養を育てていけるよう家庭との連携を図っています。 

 


